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（１）ＣＳＶとは 

• Creating Shared Value （by ポーター） 

• 「経済的価値を創造しながら社会的ニーズに
対応することで社会的価値をも創造する」と
いう企業価値創造のアプローチをあらわすコ
ンセプト 

• 自ら市場創造をリードするイノベーションを仕
掛けるための戦略コンセプトとして、新市場・
事業創造とコモディティ化に巻き込まれない
ビジネスモデルを構築 
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（２）ＣＳＲとＣＳＶ 

• Corporate Social Responsibility 

• ＣＳＲ ： 企業が社会の一員として善行、企
業戦略とは別、本業とは別予算 

• ＣＳＶ ： 経済的価値と社会的価値の同時創
造、利益創出の源泉としての活動 

• （ＣＳＶは、たんなるＣＳＲのソーシャルビジネ
ス化ではない。） 
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（３）新たな勝ちパターンの構築が必要 

• 従来型勝ちパターン ： 改善型技術開発と
「カイゼン」の繰返しによる優位構築・継続 

• 市場の変化 ： 新興国との苦しい競争、コモ
ディティ化 

• 新たな勝ちパターンの構築 ： 市場の変化
をリードするためのＣＳＶ×イノベーション 
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（４）ＣＳＶ×イノベーション経営のスキーム 

1. 社会課題解決を掲げて社内外で高い求心
力を得つつ迅速なオープンイノベーション 

2. 課題解決に適した新たなルール作りの主導
と自社ビジネスモデルへのビルトイン 

3. イノベーションエコシステムとしての自社構
築 
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（５）ＣＳＶの先行事例 
１．ＧＥ: 地球環境問題解決を掲げて、環境ビジネス市場

拡大とＧＥの競争優位強化 

２００２年 環境ＮＧＯの指摘で環境対応に転換 

２００５年 Ecomagination=Ecology+Economy+Imagenation 

２００７年 共同でＮＧＯを作り、政府に勧告（温室
効果ガス削減目標、ＣＯ２排出権取引の
導入）して、新秩序の形成を自らリード 

 

２．ウオールマート： 公民共同のコンソーシアムでサス
テナビリティ・インデックスを開発して、販売商品の
対応比率を２０１７年までに７０％にすると宣言し、
買い手交渉力を圧倒的に向上させた。 
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（５）ＣＳＶの先行事例 
３．デュポン  
１９７０年代 フロンガス規制に反対しつつ、代替フロン開発を加速 

１９８７年 ２０の特許獲得後、規制賛成派に転換。ＮＧＯと連携し
て、国際的規制強化を政府に要求。 

 
４．ノボノルディスク（デンマーク／製薬） 

世界糖尿病財団を複数の異業種パートナーと作って、中国政府
との共同プロジェクトを組成（治療ガイドライン、専門クリニック、ト
レーニング）、投薬市場シェア６０％超。さらに他の新興国のルー
ル作りと市場創造へ。 
 

５．ネスレ 

ハラールに関しマレーシア政府が進めたルール化（ハラール認
証）を後方支援。世界のイスラム市場でトップブランドの地位獲得。 

 

＊ 最近のイルカ追込漁問題？（繁殖には高価な設備と高度な技術
的ノウハウが必要……） 
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